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 本論文の学位審査会は、４名の学内審査委員の出席のもとで、2007 年 2 月 12 日 10 時から、
文学部会議室で開催された。 
 現代日本社会は高齢化の進展にともない、制度改革が行われる中で、福祉、介護、医療など
様々な領域の活動が複合し、もともと多面的なソーシャルワーカーの業務の確立と、それを前
提とした他の領域との調整が求められている。本論文は、ソーシャルワーカーの役割の中でも、
特に重要な部分である対人援助活動に焦点を当てて、ソーシャルスキルの分析という方法を用
いて、それを明確にする試みを行っている。 
本論文の特徴は、ソーシャルワーカーの技術を明らかにするために、ソーシャルスキルの枠
組を用いたことと、社会福祉士養成過程の学生、高齢者に関わる地域活動の担い手に対して同
様の調査を行って、ソーシャルワーカーとの比較検討を行っていることである。 
ソーシャルスキルの分析という方法を用いることは、これまでソーシャルワーカーの技術の
検討では初めての試みであり、その特徴は、個別的なソーシャルワーカーの技術がカテゴリー
化され、明示化されるという点であり、またソーシャルスキル・トレーニングなどを通して、
それはソーシャルワーカーの教育、養成プログラムにも活用されるものと考えられる。 
また、社会福祉士養成課程の学生、高齢者に関わる地域活動の担い手に対する調査を行い、
ソーシャルワーカーと比較対象をしている。福祉の専門的知識と対人援助経験を併せもつソー
シャルワーカーに対して、いくらかの福祉の専門的知識はもつが対人援助経験をほとんど持た
ない学生、福祉の専門的な知識はほとんど持たないが、日常的な対人援助の経験を持つ地域活
動の担い手という三つの集団のソーシャルスキルを比較検討して、ソーシャルワーカーの専門
的な技術を明らかにしている。それはソーシャルワーカーの技術を明確化するための試みとし
ては興味深いものである 
そして、ソーシャルワーカーに特徴的な技術を「長期間を見込んだスキル」、「情報把握・情
報活用スキル」、「家族・地域調整スキル」、「手段的スキル」、「確認・修正スキル」、「聞き取り
のスキル」、「非言語スキル」、「傾聴と距離をおくスキル」、「調整と活用のスキル」、「認知・解
釈スキル」という１０のスキルを提起している。 
本論文に対しての問題点として、いくつかの点が指摘された。一、ソーシャルワーカーの対
人援助の対象者である高齢者側に対する調査が実施されていない。二、これらのソーシャルス
キル研究から社会福祉士の養成プログラムを策定するには尚いくつかの課題がある。三、ソー
シャルスキルに関する論考にやや厳格さを欠く部分が見られる。四、文章表現にいくつかの不
備が見られる。などである。このうち、一、二に関しては今後の研究課題とみなされるものと
いえる。 
以上のような審査の結果、審査委員会では本論文を全員一致で、本論文を学位論文に相応し
いものであると認定した。 
